





















































































































































































































































実験群 統制群 実験群 統制群
正答率 87.5% 10.0% 正答率 77.5% 7.5%
誤答率 12.5% 65.0% 誤答率 22.5% 57.5%












































（日本の諸地域「北陸地方」 ―北陸新幹線開業は、富山県にとってどうなのだろうか― の場合 ）
ス
ト
ロ
ー
効
果
が
起
こ
れ
ば
、
富
山
県
の
都
市
高
速
交
通
網
整
備
後
、ス
ト
ロ
ー
効
果
が
起
こ
る
。
機
能
が
他
地
域
に
流
出
し
た
り
、
停
車
駅
の
な
い
都
市
の
経
済
が
衰
退
し
た
り
す
る
。
停
車
駅
が
な
い
都
市
は
、
経
済
が
衰
退
す
る
。
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
ば
、
日
帰
り
を
す
る
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
移
動
の
時
間
が
短
縮
す
る
。
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
増
加
す
る
の
で
、
宿
泊
業
が
衰
退
す
る
。
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
輸
送
力
が
増
強
さ
れ
る
。
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
が
悪
化
す
れ
ば
、
運
賃
並
行
在
来
線
は
第
３
セ
ク
タ
ー
に
移
行
す
る
。
が
高
く
な
り
本
数
が
削
減
さ
れ
る
の
で
、
地
元
住
民
の
移
動
手
段
の
利
便
性
が
下
が
る
。
第
３
セ
ク
タ
ー
は
ど
こ
も
経
営
が
き
び
し
い
。
選
択
の
基
準
県
外
か
ら
の
交
流
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
観
光
首
都
圏
住
民
の
富
山
県
に
対
す
る
関
心
は
高
い
。
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
富
山
県
内
の
経
済
が
活
性
化
す
る
。
交
流
人
口
増
加
に
よ
り
県
内
雇
用
が
増
加
す
る
。
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
ば
、
首
都
圏
へ
の
移
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
移
動
の
時
間
が
短
縮
す
る
。
動
が
し
や
す
く
な
る
の
で
、
富
山
県
の
人
々
の
仕
事
・
学
習
・
余
暇
な
ど
の
機
会
が
増
え
る
。
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
輸
送
力
が
増
強
さ
れ
る
。
県
外
か
ら
の
交
流
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
２
次
並
行
在
来
線
は
第
３
セ
ク
タ
ー
に
移
行
す
る
。
交
通
を
県
外
利
用
者
が
使
う
の
で
、
地
域
の
交
通
網
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
な
ど
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
事
例
が
あ
る
。
価
値
概
念
知
識
価
値
認
識
事
実
認
識
社
会
認
識
公共的な事柄に自ら参画
社会的判断
Ａ案：よいことである。 Ｂ案：よくないことである。
なぜなら、富山県の経済が活
性化し、富山県民の首都圏へ
や県内の移動が便利になるこ
とは、よいことであるから。
なぜなら、都市機能が他に流
出して経済が衰退し、富山県
民の県内移動が不便になるこ
とは、よいことではないから。
